
1999年9月1日　隔月1回1日発行　第188号　ハンド・イン・ハンド
e　e　e　e　e　e　e　e　e　e　e　b　e　e　e　e　e　e　e　e　e　e．e．e．e－e．e－e－e．e．e　e　e　e　e　e．e．e．e　e．eie一e．e－e－e．e．e－e．e．e－eeT ?s ?f ?f ?s ?f ?f ?f ?f ?f ?@e’ ?f ?@e’ ?f ?| ?@e　e　e　e　e　e　e．e．e．e．e　e　e　e　e　e　e　一　e　e　e　e　e．e　e　e　e　e．e．e－e．e．e．e　e
e’ ?s 煤f ?s ?f ?f ?f ?f ?f ?f ?@e　e　e　e　e’ ?@e　e　e　e　e　e　e．e　e　e．e　e　e　e　e　e　e　e　e　e　e　e　e．e　e．e　e　e．e．e－e－e．e　e　e

e’ ?s ?f ?| ?f ?f ?@eeeeeee　e’ ?@eeeeeee　e．e　e．e．e．e　eeeeeee－eeeee　e．e　ee　e．e．e．e　eeee’ ?f ?| ?f ?@e’ ?f ?f ?@e’ ?f ?@e’ ?f ?@e　e　e　e　e　e　e　e　e．e　e　e　t．e　e　e　e’ ?@e　e　e　e　e　e　e．e　e　e　e．e　e．e．e．e．e　e　e
e’ ?@e’ ?@eeeeeeeeeeeteeeeeee　e．e　e　e．e．e　eeeeeeeeee　e．e．e．e．e．e．e．e．e．e．e．e　ee

　
　
　
　

……
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…
c…c…
c…c……

c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c…c……

c…c……

c…c…c…c…c…c…

eeeeeeee　e．eeeeeeeeee　e．ee’ ?f ?@e’ ?f ????b??????????eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeebeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●

　鼎　
●

　　　
　
　
● ．

e

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

．
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
σ
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
　
　
●
●

●
■
●
●
●
　
　
　
●

●
●
●
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●
　
　
●

●
●
●
●
　

●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
　
　
●
●

●
●
●
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
○
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●
●

●
●
○
●
●
●
　
　
●

●
●
●
●
●
●
■

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
■
■
●

●
●
●
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●

．
●
●
●
●
　
　
　
　
●

●
●
●
●

●
●
○
●
　
　
　
　
●

●
■
●
●

●
■
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

．
●
●
●

●
●
■

●
●
●

●
●
●

●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
■

■
●
●

●
●
●

はんど。いん・はんど
　　　　　　　　　　’

【離婚への偏見、まだ多い？】

遂次刊行彰
　　8一「．

平11，　9、28

■54年前、長崎に原爆が投下された8月9日、参議院の法務委員会で1

盗聴法の強行採決が行われました。衆議院でも強行採決されたこの法案力

参議院に来たのは6月1日。それ以来、理事である私は慎重な審議を行わ

せるよう、公明党の委員長、自民党、自由党、公明党の理事らと必死の攻

防を繰り返してきました。毎日毎日、理事懇談会の連続で、部屋に帰る暇

もなく、1日で1キロ体重が減ることもザラ。それでも、通信の秘密と内心

の自由を侵し、憲法違反になるこんな法律を通すことは、日本を監視社会

にしてしまうことになるとの憂慮と怒りから、廃案にする戦略をしっかり

と立てて戦っていたのですが、ついに8月9日、私の質問中に強行採決さ

れ、委員長席に飛びかかった人達に私は吹っ飛ばされてしまいました。

■国会はもめにもめ、やっと11日の夕方5時から本会議が始まり、私が法

務委員長の解任決議を提出したので、その趣旨説明を行うことになりまし

た。それは、強行採決と、採決が存在もしなかったのに委員会に差し戻そ

うとしない、自自公の数の横暴への怒りを表明すると同時に、できるだけ

長く演説し、時間切れで廃案に持ち込むという作戦だったのです。つまり

国立婦人教育会
　嫡入、教育構報センタ

少数派としてのやむを得ぬ抵抗ですが、言論の府であるからには言論で対

抗したかった。

■そして1時間が過ぎた頃、自民党の保坂議員からセクハラ発言があった

として大騒ぎに。壇上にいる私には何も聞こえなかったのですが、異例の

休憩となって聞けば、「あんたも離婚したんだろう」と。品のない人だと無

視しても良かったのですが、離婚に対して未だ国会議員が偏見を持ってい

ることは看過できないことなので、再開した演説の冒頭、離婚の現状と、

離婚への施策の足りないこと、どういう生き方をしても不公平不公正感を

持たないですむ社会を作ることが政治家の責任だと訴えました。

■暑い長い夏でしたが、雇用の不安で苦しんでいる人々に比べれば何でも

ないこと。やせましたが元気です。これからも気迫と頭で頑張ります。自

自公という大きな敵とは、闘い甲斐がありますものね。　　　（円より子）

海を渡る鳥は、波間を漂う流

木に憩うという。離婚一それ

は旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちは

いま手をとりあい、女である

がゆえの偏見と差別に向きあ

う。ハンド。イン・ハンドは

生きやすい社会をめざし、支

えあう女たちの流木である。
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誓
ひ
と
り
親
家
庭
．
．
講
融
聾
莚
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
「
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
一

●
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
前
号
で
は
、
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ

お
一
ら
む
の
「
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
8
月
1
0
日
現
在
、

1
2
0
通
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
回
答
者
の
年
齢
は
3
0
代
が
5
7
・
5

％
、
4
0
代
が
3
2
・
5
％
で
、
平
均
3
8
・
9

歳
で
し
た
。
現
在
の
状
況
は
離
婚
が
8
0

％
、
別
居
中
が
1
9
・
2
％
で
、
実
家
に

同
居
し
て
い
る
人
は
、
3
6
・
7
％
で
し
た
。

　
7
0
％
の
人
が
養
育
費
を
も
ら
っ
て
い

て
、
そ
の
額
は
子
ど
も
一
人
に
つ
き
3

万
円
台
が
2
3
・
8
％
、
5
万
円
台
が
2
2
・

6
％
、
4
万
円
台
が
1
4
・
3
％
と
多
く
、

平
均
額
は
5
万
2
9
0
2
円
で
し
た
。

ハ
ン
ド
の
会
員
は
意
識
が
高
く
、
養
育

費
等
き
ち
ん
と
取
り
決
め
て
い
る
人
が

多
い
の
で
、
全
国
的
な
統
計
よ
り
、
も

ら
う
率
も
、
そ
の
額
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
中
に
は
調
停
で
決
め
た
の
に

別
れ
た
夫
が
支
払
わ
な
い
ケ
ー
ス
や
、
月

1
、
2
万
円
し
か
支
払
わ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
職
業
は
、
正
社
員
が
4
5
％
、
パ
ー
ト
・

非
常
勤
が
3
1
・
7
％
、
無
職
も
1
5
％
あ

り
、
平
均
年
収
2
8
6
万
円
で
し
た
。

　
詳
し
い
集
計
は
、
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ

ず
・
ふ
お
一
ら
む
の
方
で
、
他
の
団
体

の
回
答
と
一
緒
に
集
計
さ
れ
、
結
果
が

後
日
届
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ハ
ン
ド

会
報
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
皆
様
の
声
を
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

●
仕
事
に
つ
い
て

　
仕
事
に
就
く
た
め
に
利
用
し
た
制
度

と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
利

用
し
た
感
想
は
、
「
正
社
員
の
職
に
就
け

て
良
か
っ
た
（
神
奈
川
・
5
1
歳
）
」
「
阪
神

淡
路
大
震
災
の
被
災
者
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
親
切
だ
っ
た
（
岡
山
・
3
5
歳
）
」
「
就

職
援
助
窓
口
と
い
う
別
枠
の
所
が
あ
り
、

空
い
て
い
て
良
か
っ
た
（
神
奈
川
・
3
7

歳
）
」
「
労
働
条
件
に
誤
り
が
な
く
良
か

っ
た
（
兵
庫
・
3
5
歳
）
」
「
優
し
い
人
ば
か

り
で
、
一
緒
に
考
え
込
ん
で
下
さ
っ
た

（
和
歌
山
・
3
4
歳
）
」
と
利
用
し
て
良
か
っ

た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
が
、
「
目
分
の

条
件
と
合
っ
た
職
が
な
か
な
か
な
い
（
群

馬
・
4
1
歳
）
」
二
番
の
求
人
で
は
年
齢
制

限
が
あ
り
難
し
い
の
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
し
か
な
い
と
思
う
が
、
平
均
賃
金
が

安
い
（
兵
庫
・
3
2
歳
）
」
「
不
況
の
せ
い
で
、

求
人
数
が
少
な
い
の
に
驚
い
た
（
長

崎
・
3
7
歳
）
」
「
紹
介
状
持
参
で
面
接
に
行

っ
て
も
、
応
募
人
数
が
多
く
、
ふ
る
い

に
掛
け
ら
れ
た
（
兵
庫
・
4
8
歳
）
」
「
子
ど

も
が
い
る
た
め
時
間
制
限
が
あ
る
と
断

ら
れ
た
（
東
京
・
3
6
歳
）
」
「
母
子
家
庭
だ

か
ら
と
い
っ
て
特
別
な
優
遇
も
な
く
、
勝

手
に
探
せ
と
い
っ
た
対
応
（
香
川
・
3
6

歳
）
」
と
や
は
り
、
現
実
は
厳
し
い
よ
う

で
す
。

　
ま
た
、
職
業
訓
練
に
つ
い
て
も
「
受

け
て
良
か
っ
た
、
現
在
の
仕
事
に
結
び

つ
い
て
い
る
（
東
京
・
3
4
歳
）
」
「
離
婚
直

後
だ
っ
た
の
で
、
訓
練
手
当
を
受
け
ら

れ
て
良
か
っ
た
（
兵
庫
・
3
5
歳
）
」
「
パ
ソ

コ
ン
等
、
事
務
に
必
要
な
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
役
立
っ
た

（
佐
賀
・
3
1
歳
）
」
「
ワ
ー
プ
ロ
が
習
え
て

良
か
っ
た
（
埼
玉
・
3
3
歳
）
」
と
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、

「
就
職
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
（
福
島
・
3
6

歳
）
」
「
医
療
事
務
の
資
格
を
取
れ
た
が

就
職
が
な
く
残
念
（
高
知
・
3
4
歳
）
」
と
、

利
用
し
て
も
仕
事
に
結
び
つ
か
な
か
っ

た
人
や
、
「
試
験
に
合
格
で
き
ず
、
利
用

で
き
な
か
っ
た
（
神
奈
川
・
3
0
歳
）
」
「
3

か
月
先
の
受
講
の
倍
率
が
7
、
8
倍
之

言
わ
れ
た
（
東
京
・
2
9
歳
）
」
「
所
得
制
限

で
利
用
で
き
な
か
っ
た
（
石
川
・
3
9
歳
）
」

と
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
か
っ

た
人
、
「
教
育
内
容
が
古
い
、
充
実
し
て

い
な
い
、
教
師
の
能
力
に
も
疑
問
（
東

京
・
4
1
歳
）
」
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
の
苦
労
、
困

難
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
「
子
ど
も

の
保
育
と
仕
事
の
両
立
」
を
上
げ
る
入

が
多
く
、
自
分
自
身
が
「
具
合
が
悪
く

て
も
病
院
へ
行
っ
た
り
、
休
ん
だ
り
で

き
な
い
（
兵
庫
・
4
7
歳
）
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
上
女
性
と
い
う
こ
と
で
、
経
営

者
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
り
、
労
働

条
件
に
つ
い
て
男
性
と
差
別
さ
れ
た
り
。

　
ま
た
、
子
育
て
と
仕
事
で
時
間
に
追

わ
れ
「
自
己
啓
発
に
使
え
る
時
間
が
少

な
く
、
取
り
残
さ
れ
る
感
が
あ
る
（
東

京
・
4
0
歳
）
」
や
「
新
し
い
こ
と
を
覚
え

る
の
が
大
変
で
、
若
い
人
の
中
で
働
く

の
も
精
神
的
に
辛
い
、
急
性
胃
炎
に
何

度
も
な
っ
て
い
る
（
神
奈
川
・
5
1
歳
）
」
と

悩
む
人
も
い
ま
し
た
。

●
保
育
園
に
つ
い
て
の
要
望

　
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
延
長

保
育
や
休
日
保
育
、
病
児
保
育
、
障
害

児
保
育
を
望
む
声
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
学
童
保
育
に
つ
い
て
も
、
「
地
域

に
な
い
の
で
早
く
実
施
し
て
欲
し
い
（
香

川
・
3
6
歳
）
」
「
学
童
保
育
の
指
導
員
や
設

備
の
質
を
良
く
し
て
欲
し
い
（
兵
庫
・
3
5

（2）
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歳
）
」
「
小
3
ま
で
で
な
く
年
齢
制
限
を

な
く
し
て
欲
し
い
（
青
森
・
4
1
歳
）
」
「
規

則
が
変
わ
り
、
上
の
子
が
小
4
以
上
だ

と
下
の
子
は
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
下
校
時
間
が
違
う
の
で
困
る
（
岐

阜
・
4
2
歳
）
」
等
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
母
子
家
庭
へ
の
偏
見
（
か
わ

い
そ
う
、
貧
乏
）
を
や
め
て
も
ら
い
た

い
（
埼
玉
・
3
9
歳
）
」
「
先
生
た
ち
の
質
が

悪
い
、
人
間
と
し
て
良
心
的
な
人
を
採

用
し
て
欲
し
い
（
北
海
道
・
3
7
歳
）
」
と
、

職
員
に
た
い
す
る
要
望
も
。

　
そ
の
他
、
「
土
日
に
男
性
を
含
め
た
遊

び
の
場
を
作
っ
て
欲
し
い
、
子
ど
も
に

男
性
像
を
見
せ
た
い
（
福
島
・
3
6
歳
）
」

「
思
春
期
で
す
が
、
男
親
が
い
な
い
と
性

教
育
が
何
気
な
い
会
話
の
中
で
全
く
で

き
な
い
（
東
京
・
4
0
歳
）
」
「
『
一
日
お
父

さ
ん
』
の
よ
う
な
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

や
男
同
士
の
会
話
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
欲
し
い
（
埼
玉
・
3
9
歳
）
」
と
、
母
親

ひ
と
り
で
育
て
る
上
で
の
悩
み
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

●
母
子
家
庭
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
制
度
に
つ
い

て
は
、
「
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
が
、

一
人
で
置
い
て
お
け
な
い
時
な
ど
に
数

回
利
用
し
た
（
大
阪
・
4
3
歳
）
」
「
日
曜
出

勤
の
時
に
利
用
し
た
（
神
奈
川
・
3
6
歳
）
」

「
風
邪
で
子
ど
も
の
熱
が
続
い
た
と
き
、

登
録
し
て
お
い
た
ら
電
話
一
本
で
来
て

ぐ
れ
て
、
同
じ
人
に
頼
め
た
の
で
と
て

も
助
か
っ
た
（
神
奈
川
・
3
0
歳
）
」
「
感
染

症
に
子
ど
も
が
か
か
り
、
1
週
間
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
利
用
し

た
（
東
京
・
3
5
歳
）
」
と
う
ま
く
利
用
し

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
は
お
年
寄
り
だ
け
使
う
も
の
と

思
っ
て
い
た
（
北
海
道
・
3
8
歳
）
」
「
詳
し

い
シ
ス
テ
ム
を
知
ら
な
い
（
東
京
・
3
4

歳
）
」
な
ど
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
も

分
か
ら
な
い
人
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

「
必
要
な
時
期
に
は
制
度
が
な
か
っ
た

（
大
阪
・
？
歳
）
」
「
所
得
制
限
で
利
用
で

き
な
い
（
神
奈
川
・
4
3
歳
）
」
「
希
望
し
た

が
窓
口
で
断
ら
れ
た
（
東
京
・
3
9
歳
）
」

「
市
役
所
の
担
当
課
で
そ
ん
な
制
度
は
な

い
と
言
わ
れ
た
。
県
の
パ
ン
フ
に
載
っ

て
い
た
の
で
、
や
っ
と
の
こ
と
で
申
請

書
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
『
お
役
所

仕
事
だ
か
ら
派
遣
ま
で
に
2
、
3
週
間

か
か
る
』
と
言
わ
れ
た
（
千
葉
・
3
9
歳
）
」

「
人
手
不
足
な
の
で
、
で
き
れ
ば
知
人
に

頼
む
よ
う
言
わ
れ
た
（
大
阪
・
3
9
歳
）
」
と

制
度
が
あ
っ
て
も
、
利
用
で
き
な
か
っ

た
人
、
地
域
に
制
度
が
な
い
と
い
う
人

も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
、
市
の
広
報
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
し

お
り
で
知
り
、
う
ま
く
利
用
し
て
役
立

て
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
知
ら
な
い

人
の
方
が
多
く
、
ま
た
、
都
営
交
通
の

無
料
パ
ス
や
児
童
育
成
手
当
な
ど
東
京

都
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
他
の
地
域
で

は
行
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
母
子
家
庭
の
し
お
り
を
じ
っ
く

り
読
ん
で
利
用
し
た
が
、
担
当
課
で
も

良
く
分
か
っ
て
い
な
い
職
員
が
多
い
（
千

葉
・
3
9
歳
）
」
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
当
課
の
対
応
も
、
「
母
子
相

談
員
の
方
が
具
体
的
に
方
法
を
教
え
て

下
さ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
（
神
奈
川
・
3
0

歳
）
」
「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
が
、
屈

辱
的
だ
っ
た
（
大
阪
・
？
歳
）
」
「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
、

嫌
味
も
言
わ
れ
、
大
変
辛
か
っ
た
（
埼

玉
・
4
2
歳
）
」
と
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
中
で
も
そ
う

で
す
が
、
毎
月
の
皆
様
か
ら
の
お
手
紙

で
も
、
「
地
域
に
よ
っ
て
福
祉
の
ば
ら
つ

き
が
あ
る
の
で
、
取
り
上
げ
て
欲
し
い
」

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
地
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
情
報
を
大
募
集
し
ま
す
。

　
地
域
の
社
会
福
祉
事
務
所
や
役
所
の

担
当
課
に
は
、
た
い
て
い
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ま
と

め
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
し
お
り
」
や

「
福
祉
の
し
お
り
」
「
福
祉
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
冊
子
が
置

い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
取
り
寄
せ
て
、

そ
れ
に
載
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
実

際
に
す
ぐ
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
調
べ
、

事
務
局
ま
で
情
報
を
送
っ
て
下
さ
い
。

　
次
号
で
ぜ
ひ
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　vおP
塾の
　　h”．k　イ4

＼鷲航
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裳
計
簿

a
名

筆

第
1
2
3
回
　
埼
玉
　
M
さ
ん

〔
家
族
構
成
〕

　
私
3
3
歳
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

　
長
女
　
7
歳
（
小
学
1
年
）

〔
住
居
〕

　
一
戸
建
て
（
3
L
D
K
）

　
　
　
　
　
　
　
★

　
離
婚
を
し
て
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。

夫
は
嘘
の
連
続
や
勝
手
な
借
金
の
上
に
、

女
性
問
題
を
重
ね
、
無
責
任
な
言
葉
を

残
し
て
家
を
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
結
婚
当
初
に
し
て
い
た
自
営
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
る
と
、
自
分
か
ら
希
望

し
て
私
の
父
の
経
営
す
る
会
社
に
入
り
、

そ
の
家
出
の
前
に
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

娘
し
か
い
な
い
父
は
、
会
社
を
任
せ
ら

れ
る
人
に
育
て
る
と
い
う
気
持
ち
で
い

た
と
思
う
の
で
、
と
て
も
迷
惑
を
掛
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
は
幼
い
娘
の
た
め
と
思
い
、
も
う
一

度
や
り
直
そ
う
と
夫
に
戻
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
す
が
、
一
度
ヒ
ビ
の
入
っ
た
も

の
を
元
に
戻
す
の
は
難
し
く
、
口
論
の

末
、
再
び
夫
が
家
を
出
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
離
婚
の
決
心
を
し
、
調
停
を

申
し
立
て
、
調
停
離
婚
し
ま
し
た
。

　
私
の
父
に
共
同
債
務
者
に
な
っ
て
も

ら
い
多
額
の
ロ
ー
ン
を
組
み
建
て
た
家

は
、
ま
だ
5
か
月
し
か
住
ん
で
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ロ
ー
ン
の
う
ち
1
千
万
円

を
夫
が
払
う
よ
う
、
公
正
証
書
を
作
り
、

家
は
父
の
名
義
と
な
り
、
父
に
残
り
の

ロ
ー
ン
を
払
っ
て
も
ら
っ
て
、
私
と
娘

が
住
ん
で
い
ま
す
。
両
親
に
と
て
も
迷

惑
が
掛
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、
本
当
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
離
婚
を
し
た
い
と
言
っ
た
時
に
、
世

間
に
は
離
婚
を
す
る
こ
と
に
い
ろ
い
ろ

言
う
人
が
い
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
間

違
っ
た
道
で
は
な
い
、
ま
た
自
分
に
合

っ
た
道
を
探
せ
ば
い
い
と
言
っ
て
く
れ

た
両
親
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
結
婚
前
は
、
英
語
を
使
っ
て
仕
事
を

し
た
経
験
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の

仕
事
も
し
て
い
た
の
で
、
少
し
探
せ
ば

仕
事
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

世
の
中
と
て
も
大
変
で
し
た
。
能
力
を

認
め
て
く
れ
る
よ
り
先
に
子
ど
も
の
こ

と
や
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
を
つ
つ
か
れ
、
何

十
社
と
な
く
面
接
に
行
き
ま
し
た
が
、
離

婚
し
た
女
性
を
正
社
員
と
し
て
認
め
て

く
れ
る
よ
う
な
会
社
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
、
出
口
の
な
い
穴
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
さ
え
し
ま
し
た
。

　
本
当
に
自
分
が
し
た
い
仕
事
と
、
今

の
自
分
の
ベ
ー
ス
に
合
っ
た
仕
事
は
、
自

分
で
始
め
な
い
限
り
無
理
だ
と
思
い
、
今

は
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
探
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
販
売
の
自
由
業
を
し
な

が
ら
、
学
習
塾
で
英
語
と
パ
ソ
コ
ン
を

教
え
て
い
ま
す
が
、
今
は
子
ど
も
の
こ

と
で
時
間
が
自
由
に
な
ら
な
い
の
で
、
学

習
塾
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
だ
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。
収
入
は
少
な
く
な
っ
て

も
、
娘
を
充
分
な
愛
情
を
持
っ
て
育
て

て
い
き
た
い
の
で
、
娘
と
の
時
問
を
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
娘
は
父
親
に
ず
っ
と
会
い
た
が
っ
て

い
ま
す
が
、
私
の
方
が
会
わ
せ
る
こ
と

に
わ
だ
か
ま
り
を
持
っ
て
い
て
、
娘
と

の
約
束
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
女

に
と
っ
て
は
唯
一
の
父
親
で
あ
り
、
子

ど
も
自
身
の
権
利
を
私
が
妨
害
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
気
が
か
り
で
す
。
少

家計簿内訳
（1999年7月分）

73，000円

42，370円

20，000円

50，000円

185，370円

〔収　入〕

給与（塾講師代）

児童扶養手当

養育費（夫から）

生活費（母より）

楽

し
時
間
を
か
け
れ
ば
、
自
分
の
中
で
納

得
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

な
が
ら
、
2
年
が
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
な
る
べ
く
早
く
会
わ
せ
る

よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
住
宅
ロ
ー
ン
も
親
の
援

助
も
早
く
自
分
で
払
い
た
い
し
、
子
ど

も
も
大
き
く
な
り
お
金
が
か
か
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
早
く
自
分
の
方
向
を
見

つ
け
た
い
で
す
。
ハ
ン
ド
の
会
報
で
も

同
じ
よ
う
に
就
職
に
困
っ
て
い
る
人
の

話
が
よ
く
出
て
い
ま
す
が
、
自
分
達
の

置
か
れ
て
い
る
立
場
を
分
か
っ
て
い
る

人
と
仕
事
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
苦
境
を
幸
せ
へ
の
バ
ネ
に

し
て
、
そ
し
て
娘
の
た
め
に
笑
っ
て
働

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

〔支　出〕

食費

光熱費

電話代

保険料

防犯設備代

ガソリン交通費

教育費

雑費

娯楽費

20，000円

15，000円

6，500円

22，000円

14，500円

10，000円

5，000円

20，000円

20，000円

計 133，000円

※残高は不足した月に補充
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…　
9
9
年
ハ
ン
ド
夏
合
宿
報
告

　
恒
例
の
夏
合
宿
を
、
8
月
1
4
日
（
土
）
、

15

冝
i
日
）
に
国
立
婦
人
教
育
会
館
（
埼

玉
県
）
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
合
宿

は
、
ハ
ン
ド
会
員
だ
け
で
な
く
、
「
女
性

の
失
業
に
N
O
！
　
不
況
の
時
こ
そ
女

性
の
力
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
て
の

女
性
の
共
通
の
問
題
と
し
て
一
緒
に
考

え
て
い
こ
う
と
、
読
売
や
毎
日
新
聞
に

も
案
内
を
掲
載
し
、
一
般
の
方
の
参
加

も
募
集
し
ま
し
た
。

　
当
日
急
な
豪
雨
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

り
ま
し
た
が
、
一
股
参
加
者
8
名
、
ハ
ン

ド
会
員
1
3
名
、
幼
児
1
名
、
ス
タ
ッ
フ
2

名
、
計
2
4
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
円
よ
り
子
も
両
日
参
加
す
る
予
定
で

し
た
が
、
長
期
に
延
長
さ
れ
た
国
会
が

終
わ
っ
た
翌
日
で
、
体
調
を
崩
し
、
残

念
な
が
ら
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
9
9
年
8
月
1
4
日
（
土
）
、
1
5
日
（
日
）
於
国
立
婦
人
教
育
会
館

　
女
性
へ
の
雇
用
差
別
や

　
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
初
日
は
、
午
後
2
時
か
ら
研
修
会
。
初

め
に
、
現
在
の
状
況
や
仕
事
に
関
す
る

悩
み
に
つ
い
て
、
臼
己
紹
介
を
兼
ね
な

が
ら
一
人
一
人
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
女
性
ユ
ニ
オ
ン
東
京
の
智

恵
子
さ
ん
に
「
女
性
へ
の
雇
用
差
別
や

占陶聖懸」み8

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
で
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　
「
女
性
ユ
ニ
オ
ン
東
京
」
は
、
女
性
の

た
め
の
、
女
性
に
よ
る
、
女
性
の
労
働

組
合
で
す
。
総
評
時
代
に
も
「
全
国
一

股
」
と
い
う
、
一
人
で
も
入
れ
て
、
日

常
的
に
相
談
を
受
け
て
い
る
労
働
組
合

が
全
国
に
あ
り
、
谷
さ
ん
も
全
国
一
般

東
京
労
組
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

女
子
学
生
の
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
1
9
9
4
年
か
ら
女
性

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
自
治
体
の
行
政
機
関
（
例
え

ば
東
京
で
は
労
政
事
務
所
）
で
も
女
性

の
相
談
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
9
4
年
に
は
、
「
働
く
女
性

の
た
め
の
弁
護
団
」
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
が
、
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
法
的

な
も
の
に
留
ま
り
、
「
労
働
組
合
が
あ
れ

＜
谷
恵
子
氏

ば
、
そ
の
権
利
を
使
っ
て
も
っ
と
具
体

的
な
問
題
の
解
決
に
あ
た
れ
る
の
に
」
と

歯
が
ゆ
く
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
は
企
業
内
組
合
が
多
く
、
そ
の

役
員
は
ほ
と
ん
ど
男
性
の
エ
リ
ー
ト
で
、

女
性
の
問
題
に
真
面
目
に
取
り
組
む
組

合
は
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
現
在
組

合
の
組
織
率
は
約
2
0
％
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
大
手
企
業
の
正
社
員
の
み
で
組
織

さ
れ
、
多
く
の
女
性
は
パ
ー
ト
や
非
常

勤
な
ど
不
安
定
な
雇
用
で
、
組
合
と
は

無
関
係
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
一
股
東
京
労
組
も
や
は
り
女
性

役
員
が
少
な
く
（
現
在
3
名
）
、
谷
さ
ん

は
ど
こ
ま
で
女
性
の
目
線
で
相
談
を
受

け
て
い
る
の
か
、
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
疑
問
に
思
い
、
組
合
自
身
が
女

性
と
ア
ク
セ
ス
し
ゃ
す
く
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
、
9
5
年
3
月
1
9
日
目
「
女
性
ユ

ニ
オ
ン
東
京
」
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
一
般
東
京
労
組
の
事
務
所
を
使

わ
せ
て
も
ら
い
、
5
、
6
名
で
準
備
を
始

め
、
賃
金
も
出
せ
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
結

成
の
事
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
、
女

性
た
ち
か
ら
大
反
響
を
呼
び
、
結
成
大

会
は
1
0
0
名
を
越
え
る
参
加
で
し
た
。

　
労
働
組
合
法
の
規
定
で
役
員
を
置
い

て
い
ま
す
が
、
誰
か
を
中
心
に
活
動
す

る
の
は
や
め
、
皆
対
等
に
話
し
合
い
な

　響聡’

幽

鎌
漁

が
ら
運
営
し
て
い
く
。
ま
た
ユ
ニ
オ
ン

は
会
員
に
選
択
肢
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

だ
け
、
選
ぶ
の
は
自
分
。
自
分
の
権
利

は
自
分
で
主
張
す
る
。
一
人
哺
人
が
強

く
な
っ
て
行
く
と
共
に
、
一
人
で
で
き
な

い
こ
と
を
支
え
合
い
、
女
性
全
体
が
強
く

な
っ
て
行
け
る
よ
う
、
そ
し
て
一
つ
一

つ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
て
行
く
だ
け

で
な
く
、
女
性
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
変

え
て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
始
め
て
4
年
、
今
年
に
な
っ

て
か
ら
相
談
が
急
増
し
、
5
か
月
で
、
昨

年
の
相
談
件
数
の
半
数
を
越
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
相
談
内
容
は
、
「
解
雇
や
退

職
勧
奨
・
強
要
」
と
い
う
せ
つ
ぱ
詰
ま

っ
た
も
の
が
2
6
・
2
％
と
多
く
、
次
に

そ
れ
に
つ
な
が
る
「
い
じ
め
」
が
1
5
・
3

％
、
「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が

9
・
9
％
、
「
不
利
益
変
更
」
が
7
・
5

％
、
「
時
間
・
休
日
」
が
6
・
8
％
と
な

（6）
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っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
に
つ
い
て

事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
対
応
に
つ
い
て

お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
例
え
ば
リ
ス
ト

ラ
の
風
潮
に
便
乗
し
た
整
理
解
雇
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
整
理
解
雇
に
は

4
つ
の
要
件
が
あ
り
、
①
経
営
危
機
に

逼
迫
性
が
あ
る
か
、
②
回
避
の
経
営
努

力
を
し
た
の
か
、
③
解
雇
す
る
人
選
に

合
理
性
が
あ
る
か
、
④
解
雇
す
る
労
働

者
と
十
分
な
協
議
を
し
た
か
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
営
者
は
、
解
雇
予
告
か
解
雇
予
告
手

当
を
支
払
え
ば
い
い
と
タ
カ
を
く
く
っ

て
い
ま
す
の
で
、
解
雇
を
通
告
さ
れ
た

ら
、
ま
ず
解
雇
理
由
を
聞
き
、
納
得
で

き
な
い
と
意
志
表
示
を
し
て
、
で
き
る

だ
け
早
く
、
労
政
事
務
所
や
労
働
組
合

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
組
合
に
は
交
渉
権
が
あ
り
、
女
性
ユ

ニ
オ
ン
東
京
（
盈
0
3
1
5
3
5
2
1

6
6
3
0
）
で
は
、
会
社
に
団
体
交
渉

を
申
し
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
会
社
が
団

体
交
渉
を
拒
否
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
地

方
労
働
委
員
会
に
斡
旋
申
請
を
し
ま
す
。

集
団
的
な
力
を
背
景
に
会
社
と
対
等
に

話
し
合
い
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
す
（
女
性
ユ
ニ
オ
ン

東
京
の
活
動
や
女
性
の
た
め
の
相
談
窓

口
に
つ
い
て
は
「
働
く
女
性
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
」
（
女
性
ユ
ニ
オ
ン
東

京
編
、
教
育
史
料
出
版
会
）
を
参
照
）
。

　
最
後
に
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
を
受

け
、
社
員
一
人
だ
け
の
会
社
で
も
雇
用

保
険
は
雇
用
主
の
義
務
な
の
で
入
っ
て

も
ら
う
こ
と
（
保
険
料
も
数
百
円
～
）
、

パ
ー
ト
で
も
出
勤
日
数
に
比
例
し
て
、
6

ケ
月
経
て
ば
有
給
休
暇
は
あ
る
こ
と
、
請

負
の
場
合
、
き
ち
ん
と
初
め
に
契
約
を

交
わ
し
て
お
く
こ
と
、
退
職
強
要
は
退

職
に
追
い
込
め
な
く
て
、
会
社
が
焦
れ

て
解
雇
と
さ
せ
た
方
が
有
利
、
定
収
は

放
さ
ず
、
会
社
責
任
を
問
わ
せ
る
等
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

　
夕
食
や
入
浴
を
終
え
た
後
、
談
話
室

で
懇
談
会
を
。
三
重
か
ら
参
加
の
0
さ

ん
の
、
「
2
5
年
前
、
3
3
歳
で
夫
と
死
別
、
専

業
主
婦
だ
っ
た
け
れ
ど
自
宅
で
麻
雀
屋

を
開
き
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
勉
強
を
し
て
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
鍼
灸
、
エ
ス
テ
と
ど
ん

ど
ん
事
業
を
展
開
し
、
今
は
息
子
夫
婦

に
任
せ
て
い
て
、
ま
た
何
か
新
し
い
事

業
を
模
索
し
て
い
る
」
と
い
う
お
話
で

火
が
つ
き
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。
談
話
室
を
出
て
か
ら
も
、
各

部
屋
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
ま
た
朝
早
く

か
ら
話
す
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
の
独
立
開
業
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
に
つ
い
て

　
2
日
目
は
キ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
代
表
の

川
野
真
理
子
さ
ん
に
よ
る
「
女
性
の
独

立
開
業
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」
。

　
キ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
は
個
人
自
営
業
、
プ

リ
ー
ラ
ン
サ
ー
、
個
人
起
業
家
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
と
交
流
・
情
報
交
換
を
目
的

と
し
た
会
員
制
の
異
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
、
昨
年
1
月
に
発
足
、
現
在
正
会

員
4
5
名
、
起
業
家
予
備
群
5
3
名
、
支
援

者
1
7
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
独
立
開
業
に
必
要
な
も
の
は
、
①
情

熱
。
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
で
あ
れ
ば
、

ど
う
ず
れ
ば
い
い
か
と
寝
て
も
さ
め
て

も
考
え
、
課
題
を
持
ち
な
が
ら
情
報
収

集
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
す
。
②
技

術
。
こ
れ
は
あ
っ
て
当
然
。
誰
に
、
何

を
、
い
く
ら
、
ど
の
よ
う
に
売
る
か
。
そ

れ
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
事
業
プ
ラ
ン

が
書
け
ま
す
。
③
人
脈
。
情
報
も
仕
事

も
人
が
持
っ
て
い
る
。
最
後
は
や
は
り

「
人
」
。
④
営
業
力
。
仕
事
を
待
っ
て
い

て
は
ダ
メ
。
営
業
力
の
な
い
人
は
、
技
術

が
な
く
て
営
業
力
し
か
な
い
人
を
見
つ

け
る
。
⑤
貢
献
心
。
丸
く
Φ
俸
富
閃
Φ
で
打

算
的
に
動
か
な
い
。
自
分
の
知
っ
て
い

る
こ
と
を
全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
て
提
供

す
る
と
、
人
が
集
ま
っ
て
き
て
仕
事
も

自
然
に
入
っ
て
く
る
。
今
は
o
q
凶
く
。
卿

笹
く
Φ
卿
σ
q
貯
Φ
で
生
ま
れ
る
価
値
観
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
①
得

意
な
分
野
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
り
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
人
脈
を
作
る
。
②

仕
事
と
し
て
通
用
す
る
か
の
視
点
を
持

ち
な
が
ら
貢
献
し
、
自
分
だ
け
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
獲
得
す
る
。
③
営
利
が
発
生
す

る
と
生
き
た
情
報
は
逃
げ
る
の
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
無
償
で
関
わ
る
。
④
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
す
る
。
⑤
常
に
問

題
意
識
と
課
題
を
持
つ
こ
と
、
と
ア
ド

バ
イ
ス
頂
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
独
立
開
業
を
目
指
す
グ
ル
ー

プ
と
ハ
ン
ド
の
交
流
会
に
分
か
れ
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
独
立
開
業
を
目
指

し
て
い
る
人
は
、
講
師
や
既
に
事
業
を

し
て
い
る
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
話
し
足
り
な
い
と
も
う
一
泊
し
た
方

も
出
る
位
、
充
実
し
た
2
日
間
で
し
た
。

（7）
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麟
簸
雛
鞭
酬
益

■
子
ど
も
達
へ
の
影
響
が
心
配
で
す

　
　
　
　
　
K
・
H
（
兵
庫
・
4
0
歳
）

　
小
2
と
5
歳
の
娘
と
1
歳
の
息
子
が

い
ま
す
。
ま
だ
離
婚
届
が
出
て
い
な
い

の
で
、
学
校
の
関
係
も
あ
り
、
私
が
午

後
3
時
か
ら
夫
が
帰
宅
す
る
9
時
頃
ま

で
子
ど
も
達
と
い
て
、
息
子
と
二
人
で

実
家
に
帰
る
毎
日
で
す
。
息
子
の
保
育

所
は
確
保
で
き
ま
し
た
が
、
下
の
娘
の

幼
稚
園
の
変
更
が
で
き
ず
、
仕
事
探
し

に
も
困
っ
て
い
ま
す
。

　
不
自
然
な
生
活
の
中
で
娘
達
の
精
神

面
に
与
え
る
影
響
や
、
転
居
、
転
校
な

ど
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
私
が
ど
こ

ま
で
子
ど
も
達
に
心
配
り
が
で
き
る
か

不
安
で
す
。

　
夫
は
在
日
韓
国
人
2
世
で
、
男
尊
女

卑
の
考
え
が
根
強
く
残
り
、
結
婚
と
同

時
に
夫
目
主
人
で
私
は
嫁
と
な
っ
た
の

で
す
が
、
子
ど
も
達
の
父
親
、
母
親
と

し
て
の
立
場
で
な
ら
、
今
後
会
話
も
交

わ
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
子
ど
も

達
も
父
親
を
愛
し
、
彼
も
子
ど
も
達
を

愛
し
て
い
る
こ
と
を
尊
重
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
現
実
に

ど
う
ず
れ
ば
良
い
の
か
…
。

　
実
家
近
く
に
、
子
ど
も
3
人
と
引
っ

越
す
予
定
で
す
。

■
パ
ー
ト
で
す
が
、
社
会
保
険
に
加
入

　
　
　
　
Y
・
N
（
神
奈
川
・
？
歳
）

　
パ
ー
ト
で
す
が
、
社
会
保
険
に
加
入

し
ま
し
た
。
働
き
始
め
て
9
か
月
で
す

が
、
店
長
や
パ
ー
ト
の
チ
ー
フ
の
後
押

し
で
何
と
か
入
れ
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
で
入
っ
た
の
で
す
が
、
受
付
業

務
も
任
さ
れ
忙
し
く
て
、
嬉
し
い
や
ら

悲
し
い
や
ら
で
す
。

　
夜
学
の
専
門
学
校
も
い
よ
い
よ
試
験

の
時
期
に
入
り
、
仕
事
と
勉
強
、
子
育

て
と
忙
し
く
、
疲
れ
て
き
ま
し
た
が
、
気

力
で
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
横
浜
に
は
ハ
ン
ド
の
世
話
係
が
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
す
が
、
横
浜
の
方

で
、
集
ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
参
加
し
て
み
た
い
の
で
教
え
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
女
4
0
歳
、
し
ぶ
と
く
生
き
て
い
く
の
み

　
　
　
　
　
M
・
1
（
愛
知
・
4
0
歳
）

　
2
回
目
の
調
停
の
後
、
双
方
の
弁
護

士
に
協
議
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
あ

っ
と
い
う
間
に
離
婚
が
成
立
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
あ
っ
け
な
さ
に

呆
然
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
妙

に
寂
し
く
な
っ
た
り
…
、
心
も
と
な
い

の
で
す
が
、
中
2
と
小
6
の
娘
達
と
共

に
、
再
出
発
し
よ
う
と
自
分
自
身
に
気

合
い
を
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
元
夫
は
女
性
関
係
を
最
後
ま
で
認
め

ず
、
養
育
費
も
二
人
で
月
4
万
円
と
少

額
で
す
。
で
も
何
と
か
住
む
所
は
確
保

で
き
ま
し
た
。
後
は
、
女
4
0
歳
、
し
ぶ

と
く
生
き
て
い
く
の
み
…
。
専
業
主
婦

だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
仕
事
探
し
。
ま

た
ま
た
人
生
の
ハ
ー
ド
ル
に
引
っ
掛
か

る
か
な
…
と
思
い
ま
す
が
、
暴
力
を
受

け
な
く
て
も
い
い
今
の
生
活
は
、
あ
る

意
味
で
は
心
安
泰
で
す
。

■
娘
の
意
志
は
尊
重
さ
れ
な
い
の

　
　
　
　
　
H
・
A
（
埼
玉
・
3
5
歳
）

　
離
婚
し
て
9
か
月
、
私
が
、
1
0
歳
の
息

子
を
、
元
夫
が
5
歳
の
娘
を
引
き
取
り

育
て
て
い
ま
す
。

　
調
停
の
際
、
娘
と
の
面
接
交
渉
を
決

め
ま
し
た
が
、
日
約
束
だ
け
で
調
書
に

記
述
が
な
い
た
め
、
相
手
が
会
わ
せ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
息
子
の
養
育
費
を
月
2

万
円
で
す
が
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
保

育
園
に
行
く
な
ど
強
行
に
会
う
こ
と
も

で
き
ず
、
息
子
と
涙
を
の
ん
で
い
る
状

態
で
す
。
娘
の
意
思
の
尊
重
が
、
法
律

的
に
認
め
ら
れ
な
い
か
と
、
思
い
悩
ん

で
い
ま
す
。

★
ハ
ン
ド
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
紹
介

●
男
性
の
心
理
と
離
婚
事
情

第
9
2
号
　
男
た
ち
の
離
婚
事
情

第
1
2
7
号
　
主
夫
が
語
る
家
事
・
育

　
児
・
仕
事
（
重
川
治
樹
さ
ん
・
早
借
洋

　
一
さ
ん
）

第
1
3
9
号
男
の
性
、
そ
し
て
男
と

　
女
の
エ
ロ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
を
語
る
（
村
瀬
幸
浩
さ
ん
）

第
1
4
1
留
男
の
た
め
の
離
婚

　
1
1
0
番
実
施
報
告

第
1
7
2
号
男
た
ち
の
先
送
り
症
候

　
群
（
男
の
た
め
の
離
婚
1
1
0
番
）

第
1
8
0
号
第
3
弾
男
の
た
め
の
離

　
婚
1
1
0
番
報
告

　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
希
望
者
は
宛
名
を

書
い
た
返
信
用
封
筒
（
2
部
ま
で
は
定

型
、
3
部
以
上
は
B
5
型
）
と
8
0
円
切

手
（
郵
送
分
と
コ
ピ
ー
代
1
部
8
0
円
）

を
同
封
の
上
、
希
望
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
明
記
し
て
表
記
事
務
所
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。

　
ま
た
悩
ん
で
い
る
友
人
に
配
り
た
い

等
、
会
報
が
余
分
に
欲
し
い
方
も
ご
連

絡
下
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。
地
域
の
図

書
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー
等
に
も
会
報
や

記
念
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
置
い
て
も
ら
え

る
よ
う
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

（9）








